
結合による新し

い試み

金沢地先埋立と都心部再開発

中村賢二

１ はじめに

だした６大事業」というテーマ

で市政展が開かれましたが，そ

の名のとおり，もはや「６大事

業」は構想の段階をすぎて事業

への第１歩を踏み出しているの

です。

本稿では，これら６つの事業の

うち，とくに金沢地先埋立事業

と都心部再開発事業との「結合

による新しい試み」について，

以下にのべてみたい。

市政の二本柱のひとつである

　｢だれでも住みたくなる都市づ

くり｣を積極的に推進するため

に，本市ではその原動力として

６つの大きな事業をとりあげて

います。　６つの事業とはいまさ

らのべるまでもなく，(1)高速鉄

道建設事業，2)高速道路網建設

事業，(3)横浜港ベイブリッヂ建

設事業，(4)港北ニュータウン建

設事業，(5)金沢地先埋立事業，

(6)都心部再開発事業のことです

が，これらの事業は，それぞれ

たがいに関連をもち，おぎない

あい，刺激しあいながら横浜市

の将来の，骨となり肉となる事

業なのです。なかでも金沢地

先埋立事業と都心部再開発事業

は，結合させるととによってそ

の相乗効果を期待しようという

まつたく新しい試みによるもの

なのです。

さきごろ野毛山遊園地で｢動き

考えるとき，この港との，なら

び水際線との関係は忘れること

のできないものである。

この水際線利用と横浜の成長発

展の過程は，およそつぎの３期

にわけて考えることができる。

第１期は現在の大桟橋を中心に

いわゆる内港と呼ばれる部分で

わが国の貿易額の３分の2以上

をしめる，主として生糸の貿易

を行なった時代であり，それと

同時に外国文化の受入れ口とな

った時代である。しかしこの時

代の横浜は，居留地問題や，外

国商社の経済支配などからみれ

ば，日本の中の外国都市という

観があったようである。

第２期は大正以後の京浜地方の

海岸一帯を埋立てて，ここに工

業地帯を造成した時代である。

それまでの横浜には，これとい

った産業はなかったが，ここに

当時としてはわが国の最先端を

ゆく重化学工業を築き，横浜は

たんなる港湾都市でなく，港湾

・工業都市として変貌していっ

たわけである。この時代は横浜

の北東部，すなわち川崎に隣接

する鶴見，神奈川が都市発展の

中心となった。

第３期は終戦後から今日にいた

る重化学工業の大幅な設備投資

ブームに対応して，中部から南

部にかけての海岸線を埋立てい

った時代である。この時代の前

半は主として根岸湾の埋立に力
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2-その発想

１・横浜のおいたち

開港当時，すなわち今から100

余年前，戸数わずかに87戸とい

う一寒村にすぎなかった横浜が

その後，関東大震災，戦災，市

街地中心部の接収という異状な

事態を経て数度の坐折をきたし

ながらもこの４月には人口200

万人を突破して，名古屋をしの

ぎ，東京，大阪につぐわが国第

3位の大都市となったことはひ

とつの驚異である。

このような横浜の成長発展は，

東京という大都市に隣接してい

たという地理的な条件にもよる

が，なによりも主要な要因は，

天然の良港といわれたように，

港湾のためのよい立地条件と，

それにくわえて十分な水際線を

もっていたからであるといえよ

う。したがって横浜の生たちを



がそそがれ，現在は，本牧にお

いて近代港湾の整備と関連産業

用地の造成が行なわれている。

２・横浜の現状と対策

横浜市の人口はすでに200万人

を突破し,今日ではさらに300万

人にむかって歩み続けている。

このために本市の郊外部では，

いたるところで乱雑な宅地造成

が行なわれ，市街地が無秩序に

拡がって都市の環境を損ないつ

つある。その結果，道路や下水

道等の整備もこれに追いつけず

市内各所で交通渋滞や交通事故

をおこしたり，河川の氾濫を生

じたり，あるいは土砂くずれ等

の人災を引き起こしたりしてい

る。また住宅と工場が各所にお

いて混在し，公害に悩まされた

り，生活環境施設が十分でない

ため，不便な生活を送る等，数

多くの矛盾を生じている。

こうした弊害をなくすためには

市街地が郊外部に粗放的に拡が

って行くことを押え，それと同

時に無秩序に拡がって身動きで

きなくなった既成の市街地に一

定の秩序を与えることが必要に

なってくる。

そのためには，ニュータウンを

建設することもそのひとっであ

るが，それと並行して既成市街

地の再編成を進めなければなら

ない。

既成の市街地を再編成すること

は，都心部再開

発の目的のひと

つである。それ

はどういうこと

かというと，道

路，駐車場，下

水道等の公共施

設を整備したり

土地の高度利用

をしたりして無

秩序にできあが

った既成の市街

地に一定の秩序

を与え，それに

よって公共投資

の能率を一段と

高め，都市に失われかけている

「みどり」と「太陽」と「空間」

をふたたびとり戻し，都市の生

活に安全性とうるおいを与える

とともにまひ寸前の状態にある

都心部の機能を回復させること

である。そうすることによって

都心部には経済基盤が築かれ，

それがまた都心部の再編成にエ

ネルギーを提供することになる

のである。

３・結合へのステップ

しかし，都心部を再編成するこ

とは容易なことではない。それ

にはまづ都心部の商業，住居地

域に混在して都市機能や環境を

低下させている工場を移転した

り，道路，駐車場等の公共施設

奮整備したり，民間即発を促進

させたりする事業を一歩づつ地

道に行なわなければならないが

都心部においては公共施設の整

備にしても，通常行なわれてい

る用地買収方式で実施すること

は，資金的にも,また土地利用

状況からみても非常に困難であ

る。したがって都心部の再編成

を進めるためには，何か特別の

手がかりをつかむ必要が生じて

くる。

一方，本市の水際線は前述の３

期を通じてその大半を埋めつく

され，今後大規模な埋立可能地

としては，富岡から金沢にかけ

ての地先海面のみとなった。こ

のようにして貴重な水際線の大

半を港湾や工業用地として利用

してしまった今日，残されたこ

の海岸線の利用は本市の今後の
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図１　開発位置図



方向をきめる重要な問題として

検討されるにいたった。そこに

は，この海岸線だけは自然の姿

のまま温存させるという考え

もあったが，本市の急激な都市

化の状態からみて，この海岸線

全体をそのままにしておくこと

は困難であった。だからといっ

て，従来のように工場誘地を中

心とした埋立地の切売りをする

のではなく，本市の将来のため

にその利用方法は全く新しい発

想に立った検討を必要とする気

運にあった。横浜市民の最後の

海岸線であり，また本市の貴重

な財産であるこの地区の埋立は

最大限有効適切に行なう責務が

あるからである。

以上のことから，この金沢地先

海面の埋立てを都心部の再開発

と結合させるという新しい試み

をもつにいたったのである。

４・結合による意義

都心部の再開発は，本市が都市

整備を積極的に進めるために選

定した６大事業のうちでもっと

も中心的な事業であり，またも

っとも困難な事業である。この

事業を推進するためには，高速

鉄道，高速道路，ベイブリッヂ

がいずれもその剌激となって好

条件を与えるわけであるが，さ

らに相当な余裕資金と余裕の土

地が必要である。

金沢地先埋立事業との結合は，

まず第１に都心部にある不適当

な工場を，この埋立地に移転す

ることにより,都心部の生活環

境の改善と都市機能の向上をは

かるとともに，その跡地を得よ

うとすることにある。これは直

接総合開発に供したり，また，

道路や駐車場等の整備に直接ま

たは間接に供したりすることが

できるものであり，いずれにし

ても都心部再開発の物的な手が

かりとなる。

第２には，従来から不足しがち

な資金面をカバーしようとする

ことである。都心部の再開発は

公共施設がその骨格となって基

礎条件を与えるが，開発の主体

はむしろ民間であり，民間資金

によるところが大きい。しかし

いずれにしてもぼう大な資金を

要するものであり，資金繰りに

たいする配慮も必要になってく

る。

金沢地先埋立事業は，従来の埋

立地切売りの場合のように予納

金方式をとれないものであり，

また資金的ゆとりのない中小企

業にもついてゆけるようにする

ために，埋立事業主体が相当の

余裕資金をもつ必要にせまられ

る。そのために，今回これを外

債の発行という画期的手段に求

めたわけであるが，これによっ

て，埋立計画から一時的に多少

の余裕金を生ずる場合もあり。

これを都心部再開発に有効に利

３

な意義

この試みのもつ広域的

金沢地先埋立事業の実施によっ

て都心部の再開発が促進され，

都市環境の改善とともに都市機

能が飛躍的に向上し，首都圏に

おける横浜市の機能的役割が一

層効率よく果せることになる。

すなわち，現在の事業手法では

困難である都心部の街路整備に

も,工場跡地の利用によって光

明が与えられ，郊外部とともに

都心部の街路整備が促進され，

埋立地内に設ける幹線街路や将

来の東京湾湾岸道路とともに，

都市高速道路の助けをかりて東

名高速道路等の国土縦貫道と連

絡し，他の主要都市と結びっく

ことによって，合理的，能率的

な輸送形態が確立され，港湾施

設，臨海工業地帯の整備拡充と

あいまって都心部に資本市場の

形成をうながし，横浜市の経済

興隆はもとより，我が国の経済

や文化の向上に大いに貢献する

ようになることが期待される。

用してゆくことも考えられる。

以上のように，都心部再開発事

業は，金沢地先埋立事業と結合

させることによって，スペース

資金両面において，これを推進

するための有力な手がかりをつ

かみうるのである。
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4 金沢地先埋立事業の概

要

１・埋立の目的

いままでのべてきたように，こ

の事業の主たる目的は，人口

200万人からさらに300万人への

歩みをつづける本市の都心部を

それにふさわしいかたちに再開

発するための手段とすることで

あるが，このほかにも若于の目

的をもっている。

そのひとつは，埋立に要するぼ

うだいな土砂のうち相当量を埋

立地背後の富岡台丘陵地から採

取して，埋立と同時にこの丘陵

地に計画的な開発をうながし

乱開発に悩む本市に，有利な条

件を与えようとすることであ

る。

もうひとつは，残された最後の

埋立地を全部住宅や工場に使っ

てしまうのでなく，できるだけ

自然美を残したかたちで臨海リ

クリエーション地区を確保し

海をうしなった市民へ，せめて

もの，のびのびしたオープンス

ペースを提供しようとすること

である。

しかしこれらのことは，程度の

差はあってもこれまでの埋立

に類のないものではないが，主

目的である都心部再開発の手段

としての埋立は，この金沢地先

埋立事業以外にはまったく類の

ない新しい構想にもとずくもの

で，今後の埋立

事業のあり方に

新しいひとつの

道を開くもので

ある。

2 ●埋立地の概

要

この事業の対象

区域は，金沢区

富岡町から同区

乙値町にが斗すて

の延長7,000 mの地先海面で，

ここに660万m2の土地を造成し

ようとするものである。

この埋立地の利用計画は，都市

再開発用地として430万mS住

宅用地として100万m＼海の公

園用地として65万mS公共用

地として65万m^をそれぞれ考

えており，都市再開発用地には

都心部の商業，住居地域に混在

する工場のうち，都市機能上障

害となるもの，集中協業化の効

果の大きいもの，その他都心部

にふさわしくないもの等の工場

に移転してもらう考えである。

この用地には，各工場に積極的

に移転してもらうのであるから

工場主にそれなりの意欲をもた

せるような配慮が必要であり，

そのために公共施設や公益施設

を十分に整備して，公害のない

魅力ある工業地帯とする必要が

ある。

また住宅用地には，この埋立地

に移転してくる工場の従業員の

住宅を建てたり，また都心部の

公共施設の整備のために移転を

余儀なくされる人びとの住宅を

建てたり，さらに余裕があれば

一般市民用の住宅も建てて17,0

00人乃至20,000人程度をここに

住まわせるようにする。

また，海の公園用地には，すで

に埋立てられてしまった本牧，

根岸等の海岸線と，これから埋

立てようとしている富岡，金沢

等の海岸線の代替施設としてふ

さわしい各種のリクリェーショ

ン施設を設けて，市民にいこい

の場を提供しようとするもので

ある。

公共用地とは，埋立地内に設け

る幹線街路，地先街路，グリー

ンベルト，下水処理場，学校等

にあてる用地のことである。

埋立地には，十分な地先街路を

設けて，それぞれの用地の利用

度を増進させたり，公園，グリ
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図２　計画関連図



図３　横浜金沢地先埋立計画と市街地再開発

－ンベルト，学校等を設けて環

境のよい，しかも便利な住宅地

を形成させたり,また金沢区全

域を水洗化するための下水処理

場を建設したりする。

またこのほか，住宅用地と工業

用地の境界に幅員50mの幹線街

路を設け，これを根岸地区の産

業道路に連絡させて国道16号線

のバイパスとし，将来は東京湾

湾岸道路の一部分として他の主

要都市と連絡させ，首都圏の一

翼を担う都市として，また国際

的な港湾・工業都市としてふさ

わしい流通機能をもたせるよう

考慮をはらっている。

３・埋立土砂採取計画

この埋立には,全体で約6,000万

㎡の土砂が必要であるが，こ

のあたりの海底は比較的深いこ

とと，将来ここにふ頭を建設す

る構想もあるので，全土量を海

底から採取することはやめて，

約半分の3,300万㎡を海底のし

ゅん渫土にたより,残りの2,700

万㎡程度の土は埋立地背後の

富岡台丘陵地から安価に入手し

適当な工法によって安く運搬し

て埋立工事費の節減をはかると

ともに採取跡地の開発を有利に

し，一石二鳥の効果をあげよう

とするものである。

４・埋立事業の資金計画

この事業は今年度から昭和47年

度までの５ヵ年継続事業として

行なうものであり，それに要す

る費用も総額で413億円という

ぼうだいなものである。

この費用のうち，先行投資とな

る288億円については外貨債を

発行してまかなうことにし，あ

とは完成後の埋立地の売却代金

をこれにあてる計画である。

外債としては，長期で低金利四

マルク債によることにし，そ

の一部90億円＜１億ドイツマル

ク＞についてはすでに発行済で

ある。

５　　　都心部再開発事業の概

要

１・再開発の目的

都心部再開発は多核的な事業で

あり，その目的もいくつかあ

る。

そのひとつは，年間人口８万人

65



ないしは10万人の急増をしめし

200万都市からさらに300万都市

への歩みを続けている都市とし

ては非常に貧弱である本市の都

心部を，環境，機能ともにすぐ

れた都心部として強化して行く

ために，さきにのべれような方

法で都心構造を再編成しようと

することである。

第２には，都心部に中枢管理機

能をもたせることである。

横浜市はいまから１１０年ほど前

に開港し，それ以後は港とこれ

に隣接する水際線が中心になっ

て発展して，現在では川崎や東

京とつながった一体の都市構造

を形成しつつあるが，そもそも

開港当初は，東京とはまったく

別なひとつの都市として発展し

たものである。それは，やはり

本市が良好な港湾を有し，貿易

その他諸外国と交流する国際港

都としてのよい立地条件をもっ

ていたからであり，それだけに

今後も首都圏の中枢管理機能の

一部を分担する使命を担ってい

るといえよう。

中枢管理機能をもたせるという

ことは，具体的にいえば，国際

会議場，国際研究所，その他国

際的ビジネスセンター等を有し

てわが国の玄関口として。諸外

国と経済，文化等の交流を行な

うさいの中心としてふさわしい

機能をもたせることである。

第３には，横浜を特色づけるこ

とである。横浜は，港が中心に

なって発展した都市であるだけ

に，港町特有の雰囲気をもって

いる。その顕著なものは,昔「メ

リケン波止場」と称された大桟

橋から，山下公園，中華街，フ

ランス山を経て，外人墓地，元

町にいたる地区である。

この地区には，いまでも東京あ

たりから出かけてくる人達がい

るか，今後は交通機関の発達や

レジャータイムの増大によりさ

らにこの地を訪れる人は多くな

るであろう。

今後は，この異国情緒を一層育

てあげるとともに，これに加え

てショッピングやレジャーも楽

しめる，そういう魅力ある国際

色豊かな都市にしていくことに

なろう。

第４には，交通形態や街区のあ

り方に再検討をくわえ，人車分

離等の理想的な思想を少しでも

実現させようとすることであ

る。

このほかにもいくつかの目的は

あるが，都心部再開発事業はだ

いたい以上のような目的と思想

のもとに行なわれる事業である

といえよう。

２・再開発の計画区域

再開発を計画している区域は，

旧来の横浜港，関内，伊勢佐木

町を中心に南西に延びたくさび

状の市街地と，戦後新たに発展

をみた横浜駅西口を中心とする

やはり南西に延びたくさび状の

市街地との二つの地区を中心と

して，その膨張発展する可能性

のある範囲と，横浜を特色づけ

る本牧，山手，野毛等をとりこ

んだ区域が対象となる。

この区域の中には，工場混在率

の高い５つの地区がある。これ

66

表１-再開発区域の工場調査表



らは横浜の市街地がまだ小さか

ったころは，その周辺部かある

いは無関係のところにあったの

が，市街地が膨張して行くうち

に，いつのまにかその中にとり

込まれてしまったものと思われ

る。そして今日では，それが，

都市にとっても，また工場にと

っても，ともに機能低下をもた

らしているのである。

この再開発計画区域のほかにも

商密度の高い地域が若干ないで

もないが，地形，地勢，都心部

形成の沿革，都市機能等からみ

て，この地区が将来も横浜の中

心となることはほぼ確実であ

る。

しかし，実際にはこの地域がす

べて同質，同密度に再開発され

るのではなく，この中のポイン

トになるいくつかの地区が，再

開発事業の直接の対象地区とな

るであろう。

３・再開発の構想

横浜市は，港から発展したとい

う経緯にもよるが，主として地

形的な制約から，港を中心とし

た二つの，それぞれ孤立したく

さび状の市街地が形成され，こ

れが今日の市の中心部となって

いる。

これは，都心部の機能を強化す

るためには好ましい姿ではない

ので，将来はこの二つの市街地

を，中枢管理機能をもったゾー

ンで連結してかすがい状に形成

させ，機能的一体性をもたせ，

これを強化させるとともに，こ

の既成の市街地の体質改善をは

かって，都心部再開発の核とす

るのである。

このかすがい状市街地の中には

何本かの河川がある。これらの

河川の中には，昔運河として堀

られ使用されてきたが，物資輸

送が舟運から陸運に変わってき

た今日，ほとんどその効用をは

たしていないものがある。これ

らの河川を今後の再開発にどの

ようにして有効利用していくか

が，都心部再開発事業の方向を

決めるひとつの鍵となるであろ

う。利用方法としては，これを

埋立てて，地下鉄や高速道路を

通したり，バスターミナルや駐

車場をつくったり，あるいは何

か再開発の中核となるような施

設を建設する等，いろいろ考え

られるが，その

うちのひとつに

大通り公園をつ

くったらどうか

という構想もあ

る。

大通り公園は，

形態的には都市

の品格を高め，

市民生活に「み

どり」と「うる

おい」をもたせ

てこれを豊かな

図４　再開発基本構想模式図
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ものにするが，そればかりでな

く，いったんことあるときは，

防災の役割をも果し得ることが

期待される。

また，ここは市民が集い，憩い

語らうばかりでなく，各種の集

会，行事等を行なう市民の集散

の場として，再開発を誘発する

ひとつの軸線ともなるのであ

る。いづれにしても，この河川

の有効利用と，これによって区

分される既成の市街地の各地区

を，それぞれ業務を中心とする

地区，業務と市街地住宅，商業

と市街地住宅の地区，ショッピ

ングやレジャーを中心とする地

区，異国情緒を育成する地区等

に性格づけるとともに，この機

能を向上させ，高密度開発をは

かって体質改善してゆくことに

なるであろう。

また，このかすがい状市街地に

隣接する本牧，山手，野毛等の



丘陵地は，市街地住宅地として

は格好の地区であり，相当数の

市街地住宅が建設されることが

予想されるが，郊外部へのスプ

ロールを押え，緑の豊かな台地

とするために，今後はある程度

高層化をはかることが望まし

い。そのためこの地区には，教

育,文化,体育の場としての要素

をもり込んで，国際色ある，魅

力あふれた市街地住宅街として

中密度に開発する考えである。

都心部を再開発するうえで，道

路，地下鉄等の交通施設は，大

きな役割を果すものである。

都心部においては，一般街路を

十分に整備するとともに，高速

道路網を建設する。

高速道路は都心部をとりまく環

状線と，このリングから四散し

て他の主要地区とを結ぶ形態が

一般に好ましいとされている。

しかし，これは都市景観をそこ

ねないよう，また河川敷を極力

利用して建設しようという考え

からすれば，その適地の選定に

はなかなかむずかしいものかあ

る。

しか乱高速道路は，ランプの

位置がもっとも重要な意味をも

っている。これは，高速道路の

機能そのものからしても，また

その周辺に車が集散することか

らしても，そうである。したが

って，ランプは街路率の高い場

所を選んで設けるか，あるいは

その周辺の街路を整備するか，

いづれかの配慮が必要である。

また，横浜市は港から発展した

都市であり，今後もまた港湾都

市としての使命をも背負ってい

る都市であるから，港湾と高速

道路との連繋は実に重要なもの

である。これは，今後コンテナ

リゼーションをむかえるにあた

ってなおさらのことである。

また，これと並行して地下鉄を

建設してゆく必要がある。

地下鉄の駅の配置は再開発の方

向を大きく左右する点で重要で

ある。これは高速道路の場合と

は多少趣きを異にしており，都

心部の拠点にまともに乗入れる

かたちが，一般に好ましいとさ

れている。

地下鉄を建設することによって

郊外地の拠点と都心部とを短時

間に連絡して，都心部の過密化

を防止するわけであるが，これ

に加えてこれからは地下鉄をふ

くむ各種の交通機関による人員

輸送の適正な分担をはかって，

都市の混雑を整理する方向に進

むべきであろう。

また，都心部には公園，緑地の

ほか，プロムナード，プラッツ

ア等も積極的に整備して，人間

尊重の思想にもとづくスペース

を確保すべきである。

これらのことからすれば，駐車

場の整備について乱一定の方

向が決められてくる。

本市の都心部には，その一部に

駐車場法ならびに横浜市駐車場

条令にもとづいて，駐車場整備

地区の指定がなされており，今

後の駐車場の整備はおおむねこ

の法律の精神に則って行なわれ

ることになるが，都心部の街路

整備は高速道路の建設と歩調を

合せて進むことは困難なので，

当面は高速道路のランプの周辺

に駐車場を整備して，都心部交

通の輔較緩和をはかることに力

点をおく必要があろう。

また，都心部を水害から守り，

市民生活を安全なものにするた

めには，河川の整備もまた忘れ

ることのできないものである。

しかしこれ乱都心部において

は，容易なことではないのであ

る。

このようなこともあって，将来

の人口増に対処するために，本

市では，いま特定な河川の上流

部に，そこからもよりの海岸に

直行する，いわゆる「河川バイ

パス」の構想をたてて，これの

具体化について検討を進めてい

る。

また，街区計画のあり方は，従

来一般に行なわれてきた幹線街

路を軸として，これに面する形

態は好ましいものではなく，む

しろ，幹線街路から派生する，

２次的もしくは３次的街路に面

するかたちの方が，ベターとい

えよう。

6

8



そして，建築物はなるべく共同

化，高層化させることによって

土地の高度利用をはかるととも

に，建築物間には積極的にペデ

ストリアンデッキを設けさせる

方向に進むべきであろう。これ

らは，いずれも人車分離計画へ

のアプローチとして重要であ

る。

４・再開発の実施手法

都心部の再開発は，公的には都

市の骨格となる公共物を建設す

ることであるが，個々の街区造

成は民間開発とあいまって行な

われるものであり，開発主体は

むしろ民間である。

したがって，この骨格となる公

共物の整備は，市が積極的に推

進しなければならないが，わが

国の現在の法体系は，これを円

滑に行なうためにははなはだ弱

体であり，何か特別な手段を講

じない限り，通常の手法では，

これすらも実施し難いものであ

る。それゆえに，今回金沢地先

の埋立と，これをリンクさせて

計画したのである。

すなわち，金沢の埋立地に都心

部の工場を移転して，都心部の

環境，機能をともに向上させる

とともに，その跡地をこのため

に有効利用しようというのであ

る。

跡地利用の方法としては，立地

条件のよい相当広い土地を得て

ここに公共施設の整備と民間開

発とを同時に行なう総合開発の

場合と，跡地を直接または２次

的に利用して公共施設を整備す

る場合とがある。

公共施設のうちでも，駐車場，

バスターミナル，公園のように

面的なものには直接利用できる

場合が多いが，道路のように，

線的なものには２次的に利用す

ることになる。

２次的利用の方法としては，工

場跡地を，まず，できるだけ買

取ることである。このためには

都市開発資金を導入したり，新

都市計画法が施行されたら，こ

れにもとづいて土地基金制度を

設けたりすることが必要である

が，開発公社等に協力を求める

のも一法であろう。

そして，一方では公共事業を積

極的に導入し，これらの土地を

代替地としてあっ旋して道路等

に必要な用地を取得し，同時に

建設を行なってゆくことが考え

られる。また，総合開発の場合

には，この地区に全く新しい市

街地を形成させ，横浜を特色づ

け，その中心には国際的なビジ

ネス街や商業街等を建設して再

開発の核の役割を果させ，これ

によって他の地区へ開発剌激を

与えるようにするのである。

都市は，それぞれ発展の過程を

異にしているが，横浜市の場合

いま急激な膨張過程にあり，好

むと好まざるとにかかわらず，

300万都市への歩みを続けてい

る。そして都心部はすでに飽和

状態に近く，機能も低下してお

り，それが周辺部へのスプロー

ルとしてはねかえって，ますま

す都市構造を複雑にしている。

いまこそこの都心部にメスを入

れ，今後の100年に耐えうる都

心部として再建すべぎ時期に達

している。

この時期に行なわれる金沢地先

埋立事業は，この都心再開発事

業を推進する積極的な起動力と

なるものであり，本市の将来に

大きな意味をもっものである。

これに加えて，市民の積極的参

加を得て，横浜市は明日への限

りない発展に，その一歩を踏み

出すことになろう。

＜企画調整室企画課企画第一係長＞
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６　　　おわりに
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